
＜第一大分科会＞

『誰一人取り残されない教育』

～子どもの居場所を充実させる取組～

＜第二大分科会＞

『地域連携のこれからを考える』

～防災でつながる地域の輪～

【実践提案】
■「 地域とともに育む放課後子ども教室

～都留市の実践とこれから～ 」
都留市生涯学習課 副主査 加々美貴之 さん
都留市健康子育て課 主査 後藤 孝 さん
■「 探究活動と子ども食堂の取り組みについて 」
ひばりが丘高等学校 教諭 広瀬 昴 さん
ひばりが丘高等学校うどん部 生徒３名
【パネリスト】
上記実践提案者
放課後子ども教室コーディネーター 佐藤都子さん
NPOにじいろのスイミー 事務局長 三枝里実さん
【コーディネーター】
ひばりが丘高等学校 校長 小林久美 さん

【指導助言者】
都留文科大学 学校教育学科

講師 佐藤みのり 先生

【実践提案】
■「 河口湖南中学校区保・小・中合同引き渡し訓練 」
南都留郡保育協議会

船津保育所 所長 窪田栄子 さん
小立保育所 所長 高野由紀子 さん

■「 私たちの町と学校の総合防災訓練 」
西桂町立西桂中学校 校長 渡邉徳彦 さん

【パネリスト】
上記実践提案者

【コーディネーター】
吉田小学校 校長 佐藤尚武 さん

【指導助言者】
都留文科大学 地域社会学科

准教授 田開寬太郞 先生

近年、子どもが安心して過ごせる居場所の重要
性が高まっています。本分科会では、子どもが
安心・安全な環境の中で自分の居場所を実感
し、主体的に学び・成長できるために、物理的な
場づくりだけでなく、心理的な安心感や所属感
を育む関わりにも目を向け、地域全体で子ども
の未来を支えるヒントを共有します。

自然災害が頻発・激甚化する中、災害は登下校
時や地域・家庭でも発生する可能性があり、園や
学校での学びを地域全体へ広げることが求められ
ています。防災教育をきっかけに、地域・学校・家
庭が連携し、支え合う防災のあり方を考えます。具
体的な実践や意見交換を通して、地域ぐるみで命
を守る取り組みの一歩につなげていきます。

令和８年度

第２９回 南都留地域教育フォーラム

「子どもたちの教育は地域全体で担う」

～みんなで育む地域連携・地域交流～ 令和8年11月6日（金）
場所：ふじさんホール／富士吉田市民会館小ホール 受付：13時10分～

全体会（ふじさんホール）：13時30分～
分科会（ふじさんホール／市民会館小ホール）：14時10分～

問い合わせ 南都留地域教育推進連絡協議会
富士・東部教育事務所 教育支援スタッフ 梶原裕一郎

                   TEL:0554-45-7821 FAX:0554-45-7823    E-mail:kajihara-dgxh@pref.yamanashi.lg.jp

南都留地域教育推進連絡協議会は、地域教育力の向上を目指し『連携』をキーワード
に様々な事業を展開しています。今年度の地域教育フォーラムは、二つの大分科会で実
践交流をもとにパネルディスカッションを行います。

駐車場はふじさんホール前と市民会館第２駐車場を予定しています。駐車場に限りがありますので、
同じ団体からの御参加は、できるだけ乗り合わせでの御来場をお願いいたします。

地推協加盟・協力団体は、別紙申込用紙にて申し込みください。一般の方々は下記事務局までお願いします。


	スライド 1: 令和８年度 第２９回　南都留地域教育フォーラム

